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１．年頭のごあいさつ

　新年あけましておめでとうございます。  
　皆様方におかれましては、健やかに新しい年を
お迎えのこととお慶び申し上げます。  
　また、旧年中は当公社の事業運営に格別のご理
解ご尽力を賜り、厚く御礼申し上げます。  
　昨年を振り返りますと、様々な出来事を通して
地球規模での気候変動が加速していることを実感
させられる一年でありました。  
　なかでも気温の上昇は一段と激しく、梅雨入り
前後から急速に30度を超え、その後も記録的な猛
暑が9月中旬頃まで続きました。高温アラートや
熱中症対策の呼びかけが連日報道されるなど、長
期にわたり人命にかかわるほどの厳しい暑さに見
舞われました。  
　また、各地で線状降水帯による大規模な豪雨災
害が頻発し、特に九州地方の熊本・福岡・鹿児島
では、短時間に集中した大雨が複数回発生したこ
とで、より深刻な被害をもたらしました。この現
象は首都圏の都心部においても交通マヒを招く事
態となるなど、全国的に生活や経済活動に大きな
影響を及ぼしました。
　こうした未曾有の気象要因が重なり、農作物の
生産や流通にも支障を来たしました。熊本を主産
地とするトマトが、生育障害に被災が相まって「ト

マトショック」と称される価格高騰を引き起こし
たのは顕著な例であります。
　さらに、年の後半には山間部にとどまっていた
野生の熊が居住地域に出没し、人身被害も相次ぎ、
喫緊の社会問題となるなど、生態系全体の変化を
肌で感じるとともに、自然環境の変動が私たちの
暮らしに直結していると、改めて深く考えさせら
れました。  
　このような中、農業情勢に目を向けますと、一
昨年来の主食用米の取引価格は依然として高止ま
りの状態にあります。概して不均衡な需給バラン
スによるものと評されていますが、なお不透明な
本質的要因を解明したうえで、生産・消費それぞ
れの立場から適正価格の水準やその実現に向けた
抜本的な対策について、早期の議論収斂が望まれ
ます。  
　当公社といたしましては、行政施策に即して茨
城農林業の成長産業化に資する各種事業を展開し
ているところであり、なかでも穀物改良事業にお
ける優良種子の安定供給は重要な責務であると認
識しております。先述のとおり農業経営を取り巻
く情勢変化の予測が難しい局面にあって、引き続
きその役割をしっかりと果たすべく、これまで以
上に中長期的視点に立って本県の米をはじめ麦・
大豆・そばの需要動向を的確に把握し、適切に対
応してまいります。
　結びに、事業目標の達成に向け、なお一層の努
力を重ねてまいりますので、関係各位の変わらぬ
ご支援とご協力をお願い申し上げますとともに、
皆様方の益々のご発展とご健勝を祈念し、年頭の
ごあいさつといたします。

公益社団法人
　茨城県農林振興公社
　理事長　藍　原　伸　夫

第298号 　令和８年１月１日　　（1）茨 城 県 穀 物 改 良
公益社団法人 茨城県農林振興公社

穀物改良部
〒311-4203 水戸市上国井町3118-1
TEL 029-239-6300　FAX 029-239-6880
https://www. ibanourin. or. jp



１　はじめに
　茨城県におけるそばは、担い手への農地集積・集約が進む中、水田輪作体系における戦略作物として、
麦類や大豆に次ぐ重要な土地利用型作物となっています。また、本県は古くから続く全国有数のそば産地
でもあるため、重要な観光資源にもなっています（写真１、写真２）。また、昭和60年度から奨励品種と
して生産振興を図っている、本県育成品種の「常陸秋そば」は、大粒で粒揃いがよく風味に優れることか
ら、実需者の高い評価を維持しています。
　一方で、本県産そばは国内主産地の作柄による価格変動幅が非常に大きく、その多くが水田で栽培され
ているため、湿害や台風による倒伏等生産が不安定になりがちです。加えて、近年は気候変動に伴う高温
障害や害虫被害の増加、難防除雑草の多発等による大幅な減収も見られており、経営の安定化が喫緊の課
題となっています。

２　県内の主要なそば産地の現状について
⑴　県北地域等における地域特性を活かした付加価値の高い小規模栽培
　県北山間部の小規模畑地帯では、狭小なほ場や接道条件の悪さに加えて、段差や傾斜のある畑も多いこ
とから、農地の集約や合筆による大区画化、基盤整備による排水改善等が進まず、機械化栽培体系がなか
なか普及できないため、高齢化する生産者や産地にとって大きな課題となっています。一方で、黒化率が
低く緑みを残した状態で実施できる手刈り収穫や、島立てや地干し等による時間をかけた天日乾燥など、
昔ながらのていねいな手作業による生産体系が残されてもいます（写真３、写真４）。これら手間のかか
る作業の積み重ねが、全国的に高評価を受ける風味豊かな「常陸秋そば」の生産を可能にしているとも言
えます。
　また近年では、県や市町が連携して支援する新たな動きとして、有機10割そばを売りにした直営そば店
を出口とした異業種法人の参入や、耕作放棄地を活用した有機ＪＡＳ認証取得を目指す県外農業法人の参
入等も始まっています。技術的な課題は多々ありますが、さらなる付加価値を持つ「常陸秋そば」生産に
向けて期待が高まります。

２．茨城県における「常陸秋そば」の生産について
茨城県農業総合センター　主任専門技術指導員　寺　門　ゆかり

写真２　名峰筑波山の麓に広がる「常陸秋そば」の畑写真１　大規模経営体による汎用コンバインでの
　　　　そば収穫（桜川市）　　　　　　

写真４　ほ場に島立てされた乾燥中のそば
　　　　（常陸太田市）

写真３　手刈り収穫されるオーナー制ほ場
　　　　（常陸太田市）
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⑵　県央・県南・県西地域等における収益性の高い大規模機械化栽培
　県央・県南・県西地域の平坦かつ広大な畑地や水田転換畑では、担い手への農地の集積・集約が進んだ
こともあり、スマート農機や大型機械をフル活用した収益性の高いそば生産が行われています（写真５）。
高齢化が進み生産者数・作付面積共に減少を続ける県北山間地域とは対照的に、県南・県西地域における
水田輪作を主とした大規模経営体によるそばの作付面積は緩やかに増加を続け、県内全体のそば作付面積
は令和５年産で3,590haと、10年で約1.2倍に増加しています（図１）。

 ３　県産「常陸秋そば」の安定生産を脅かしつつある新たな課題
⑴　難防除雑草である帰化アサガオ類の発生
　同じ広葉の夏畑作物である大豆と同様に、難防除雑草である帰化アサガオ類の発生が県内そばほ場にお
いても問題となってきています（写真６）。
　そばはマイナー作物に位置付けられていることに加え、除草剤による薬害が出やすいタデ科の植物であ
るため、大豆のようなアサガオ類に効果的な除草剤の登録がありません。また、機械化栽培体系が前提の
大規模そば産地では、労力のかかる中耕培土や手取り除草が困難となっているため、一度侵入を許すとあっ
という間に発生密度が高まり、大幅な減収や収穫放棄となりかねません。なお、アサガオ類の種子はそば
の子実と似たような形状と大きさであるため、慣行の調製だけでは混入のリスクもあります。アサガオ類
の発生がひどい場合には、ほ場の刈り分けや区分出荷と共に、休耕を含めた耕種的対策の検討が必要にな
ります。

 ⑵　夏季高温の影響による開花継続と成熟遅延等による収量品質の低下
　県内主産地である県西地域では、８月中旬～下旬に播種した「常陸秋そば」は、例年９月中旬には開花
盛期を迎え、10月下旬頃になると一気に黒化率が高まると共に水分が低下し、降霜前には収穫を終える栽
培体系を主としてきました。
　ところが近年、開花期間にあたる夏季の異常な高温に加えて厳しい残暑が長く続くことで、最も結実す
るはずの頂花房だけでなく、分枝や下部の花を含めてもほとんど結実せずに開花が続く、「開花継続と成
熟遅延」が観察されています（写真７）。収量品質の低下に加えて、後作である麦類の播種作業が遅れる
等水田経営全体への影響も懸念されています。
　そのため、あらかじめ高温の影響を踏まえて播種時期を慣行よりやや遅らせることで、徒長や過繁茂を
避けると共に開花盛期をずらし、成熟遅延が発生した際には、高水分で無理に収穫せずに可能な限り収穫
を遅らせることで減収程度を抑えることが有効です。

図１　茨城県におけるそば作付面積の推移
（平成25年～令和５年産、農林水産省 作物統計調査より）
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図２ 茨城県におけるそばの作付面積の推移
（平成25年～令和5年産、農林水産省 作物統計調査より）

県内のそば主要産地が県北から県南・県西地域へ
◆１経営体当たりのそば作付け面積が拡大

◆大規模化で生産性が向上、10a当たり収量も増加

写真５　乗用型ハイクリブームによる薬剤散布風景
　　　　（桜川市）

写真７　高温による開花継続で成熟遅延がみられる
　　　　そば（令和５年、筑西市）

写真６　そばほ場に発生した帰化アサガオ類
　　　　（常陸太田市）
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１．ナガエツルノゲイトウとは
　ナガエツルノゲイトウ（以下、ナガエ）は、南
米原産のヒユ科多年生雑草で、日本では特定外来
生物に指定されています（写真１）。本種は生命
力が極めて強く、切断されても節や根茎から盛ん
に発根・萌芽して分枝、増殖するため、防除が非
常に困難な草種です。水田内で多発すると減収や
収穫作業阻害を引き起こします。茨城県において
は、2020年に新利根川流域を水源とする水田への
侵入を確認しており、発生面積は年を追うごとに
拡大しています。

　茨城県農業総合センター農業研究所では、2023
年度からナガエの防除対策を目的として試験課題
を立ち上げ、現在取り組んでおります。本稿では、
2023年度及び2024年度に主要成果として取りまと
めた、水田内のナガエに有効な除草体系及び夏季
水田畦畔に発生するナガエに対する除草剤の除草
期間についてご紹介します。

２．茨城県の水田におけるナガエの生態
　茨城県県南地域の水田では、３月下旬頃からナ
ガエの出芽が見られます。春先の気温上昇ととも
に地上部が旺盛に生育し、４月には畦畔に発生し
た茎が水田内に侵入し始めます。代かき作業に伴

い、水田内に発生・侵入した茎は切断され土中に
埋め込まれますが、切断茎の節から発根・萌芽し
て再生します。夏季は主に地上部（葉や茎）が旺
盛に生育し、徐々に地下部（根）に栄養をため込
んで、降霜の頃には地上部が枯れて地下部で越冬
します。国内では、種子による繁殖は認められて
いません。

３．水田内のナガエに有効な除草体系 
　水田内に発生したナガエは、有効な除草剤の体
系処理により防除が可能です。代かき作業で切断
され、土中に埋め込まれたナガエの切断茎の節か
らは、埋め込み後２～３日程度で新しい芽が出
て、再生し始めます。再生した芽が５㎝以下の時
期（再生始期）に、初期剤または初中期一発剤を
処理し、続いて、初期剤を使用した場合は水稲移
植後20日頃に中後期剤を、初中期一発剤を使用し
た場合は水稲移植後40日頃に後期剤を処理します
（表１）。有効な除草剤の体系処理により、水稲
移植後70日目のナガエの残草量は無除草の場合に
比べて３％以下と高い除草効果を得られます（表
１、図１）。除草剤を使用する際は、ナガエの茎
葉が水没するよう水深を確保した方が安定した除
草効果を得られます。このため、冬季のうちに圃
場を均平化しておくことも大切です。

３．水田難防除雑草ナガエツルノゲイトウに有効な除草剤
　　による本田および夏季畦畔防除

茨城県農業総合センター農業研究所　作物研究室　大　橋　俊　子

写真１　ナガエツルノゲイトウ

移植後70⽇⽬の
ナガエツルノゲイトウ残草量処理時期

(⽔稲移植後
⽇数)

除草剤名処理内容
地上部重
(無除草区⽐)被度草丈

(無除草区⽐)

15.7g
(3％)2％1.3cm5/19→6/5

(+4→+21）
ピラクロン1キロ粒剤→
ウィードコア1キロ粒剤

初期剤→
中後期剤

0.4g
(<1％)<1％1.0cm5/19→6/26

(+4→+42)
アットウＺ1キロ粒剤→

ロイヤント乳剤
初中期⼀発剤
→後期剤

622g51%40.1cm5/28
(+13）

(クリンチャー１キロ
粒剤)無除草区

※表中の除草剤は2025年11月12日現在、「移植水稲」に登録のある剤である。
※クリンチャー1キロ粒剤はノビエ防除のため散布した。

表1 ナガエツルノゲイトウに有効な除草剤による体系防除の除草効果(2023年)

表１　ナガエツルノゲイトウに有効な除草剤
　　　による体系防除の除草効果(2023年)
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４．夏季水田畦畔に発生するナガエに対する除草
剤の除草期間

　畦畔におけるナガエは、３月下旬頃から出芽し、
６～８月頃に最も旺盛に生育します。水田畦畔に
登録のある除草剤のうち、ラウンドアップマック
スロードは散布後28日程度ナガエ及びイネ科雑草、
広葉雑草の発生を抑制できます（図２）。ロイヤ
ント乳剤及びバスタ液剤は散布後18日程度、クロ
レートＳＬは散布後12日程度ナガエの再生を抑制
できますが、ロイヤント乳剤の散布後は、散布後
18日目頃から特にイネ科雑草の再生及び増加が目
立つので注意が必要です。

５．基本的な対策も忘れずに
　水田におけるナガエツルノゲイトウの防除対策
の基本は、「水田に入れない、水田から出さない、
水田内で増やさない」ことです。まずは農業用水
を介したナガエツルノゲイトウ断片の水田への侵
入を防ぐため、給水栓口にネットを設置しましょ
う（写真２）。また、畦畔のナガエツルノゲイト
ウの発生量を増やし、水田内へ拡散させる可能性
があるため、刈り払いによる畦畔除草は避けてく
ださい。除草剤を散布する際も、除草剤の効果を
十分発揮させるため、雑草の草丈30㎝以下とし、
薬液が雑草の茎葉に十分かかるように散布してく
ださい。なお、ナガエツルノゲイトウは多年生雑
草のため、発生圃場では複数年の防除が必要です。

アットウＺ1キロ粒剤
→ロイヤント乳剤

ピラクロン1キロ粒剤
→ウィードコア1キロ粒剤

無除草区
(クリンチャー1キロ
粒剤のみ)

6/5
(+21)

6/26
(+42)

7/19
(+65)

撮影時期
(⽔稲移植後
⽇数)

図1 ナガエツルノゲイトウに有効な除草剤による体系防除の除草効果(2023年
※図中の除草剤は2025年11月12日現在 「移植水稲」に登録のある剤である図１　ナガエツルノゲイトウに有効な除草剤

　　　による体系防除の除草効果(2023年)

※図中の除草剤は2025年11月12日現在、「移植水稲」に登録の
　ある剤である。
※図中の赤字太線は体系処理を実施したタイミングを示す。

無除草区クロレートＳＬ
区バスタ液剤区ロイヤント乳剤

区
ラウンドアップ
マックスロード

区

7/17
(+12)

7/23
(+18)

8/2
(+28)

撮影時期
(散布後⽇数)

図2 水田畦畔における各除草剤の除草効果発現状況（2024年）
※図中の除草剤は2025年11月12日現在、「水田作物(水田畦畔)」または「水
ある剤である。
※図中の太線囲みはナガ 除草効果発現期間の晩限を示す

図２　水田畦畔における各除草剤の除草効果
　　　発現状況（2024年）　　　　　　　　

※図中の除草剤は2025年11月12日現在、「水田作物(水田畦畔)」
　または「水稲(水田畦畔)」に登録のある剤である。
※図中の太線囲みはナガエ除草効果発現期間の晩限を示す。

写真２　給水栓口のネット設置
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　ＪＡ全農では、生産者の所得増大に向けた事業改革の一環として、農業機械の「共同購入」に取り組ん
でいます。生産者が必要とする機能に絞り、一括発注を行うことで、メーカーの製造・流通の効率化を図
り、生産者の購入価格の引き下げを実現しています。
　第１弾の大型トラクター「ＹＴ３５７ＪＺ（製造元：ヤンマーアグリ株式会社）」では、60馬力帯では
パワーにゆとりがあるエンジンを搭載し、標準的な馬力帯のトラクターと比べて約２割の価格引き下げを
実現し、茨城県は全国第２位の販売実績となりました。
　続く第２弾の中型トラクター「ＳＬ３３Ｌ（製造元：株式会社クボタ）」では、「ノークラッチ変速」や
「長時間作業可能な燃料タンク」など、使いやすさを追求した仕様で、県内ＪＡと連携して取り組んだ結
果、茨城県は全国第１位の販売実績を収めました。
　そして第３弾となる今回は、2024年１月からコンバイン「ＹＨ４４８ＡＥＪＵ（製造元：ヤンマーアグ
リ株式会社）」の取り組みを開始し、茨城県では３年間で60台を取り組む計画をし、2025年９月末時点で、
茨城県内でＪＡを通じて受注された台数は、45台以上となっております。
　コンバインの仕様は、7,000名以上の稲作生産者へ必要とする機能・装備のアンケート調査を実施し、
そこで得た生産現場の声を踏まえ、国内農機メーカーへ開発要求を行ったものです。必要な機能を厳選し、
価格を抑えながらも、機体を水平に保つ「車体水平制御」や、水田作業でも滑らかな旋回と安定した直進
ができる「常時駆動方式（ＦＤＳ）」など、作業性に優れた機能を標準装備として採用しました。メーカー
希望小売価格は670万円（税別）で、現行の４条刈り50馬力クラスのコンバインと比較し、100万円程度の
価格引き下げを実現しています。
　ＪＡ全農いばらきでは、こうした価格低減の取り組みに加えて、修理やアフターサービス体制の充実を
進めることで、機械の長期利用による生産コスト削減を目指し、生産者の所得向上に取り組んでいきます。

４．ＪＡグループ「共同購入」の取り組みについて
全農茨城県本部　農機営農支援部　農業機械課
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５．がんばる種子生産者！

常陸農業協同組合　太田地区種子生産部会
梶間　郷士さん

・種子そば（常陸秋そば）　　２ha

・一般そば（常陸秋そば）　　６ha

・トラクター　　　　　　　　３台

・けん引式播種機　　　　　　３台　

・自走式ハンマーナイフモア　１台

・フレールモア　　　　　　　１台

・管理機　　　　　　　　　　３台

　堆肥を中心とした土づくりを行い、持続可能な

そばづくりを心がけています。また、近年の高温

化に対応するため、播種時期を８月下旬に変更し

ています。

　湿害対策として、明渠、暗渠排水を施していま

す。条間を60㎝として、中耕することで雑草抑制

と倒伏防止に努めています。

　耕作放棄となった畑を開拓することから始まっ

たそばづくりです。その後、後継者不在の農家か

ら耕作依頼が増え、８haもの畑を預かることに

なりました。目標は地域の不耕作地をつくらな

い・赤字にならない・無理な労働をしない、そし

て、常陸秋そばの伝統を引き継ぎ、地域の矜持を

繋ぐことです。土づくりに力を入れ、優良なそば

種子生産に努めていきます。

トラクター トラクター
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⑴�　令和７年産水陸稲種子審査・検査標準見本品
作製会を開催
　10月３日（金）、当公社で令和７年産の水陸稲
種子審査・検査標準見本品作製会が開催され、県
関係機関及び各ＪＡ職員等18名が参加しました。
　今年は、コシヒカリ、にじのきらめき、マンゲ
ツモチの３品種の標準見本品を作製しました。
　作製にあたり、茨城県農産物検査協議会の指導
による注意点等に留意しながら、農産物検査員を
中心に、参加者全員で原料から見本となる種子の
選別作業を行いました。
　各種子場ＪＡでは、種子生産者が種子センター

に持ち込んだ原料を、今回作製した検査標準見本
品を基準に機械調製を行い、生産物審査及び農産
物検査に合格したものを一般栽培用の種子として
供給します。

６．穀物改良部ニュース

⑵�　令和８年播種用麦類種子生産委託計画を承認
　10月９日（木）、当公社にて令和８年播種用麦
類種子生産委託会議が開催され、各種子場ＪＡ
及び関係機関等の関係者で協議を行い、生産委
託計画が承認されました。
　県産地振興課が定めた令和８年播種用麦類採

種計画は、品種ごとに前年並または減産となっ
ており、麦類全体では前年計画から３６トンの
減少となりました。
　当公社では、これに県外からの受託、在庫数量、
種子場の生産状況等を勘案し、各種子場ＪＡへ
の委託計画を決定しました。

⑶　令和７年産水稲種子調製技術検討会を開催
　10月22日（水）、茨城県採種部会協議会（会長：
谷田部貞雄氏）主催「令和７年産水稲種子調製技
術検討会」がＪＡつくば市採種部会の協力の下、
ＪＡつくば市種子センターで開催され、県内水稲
採種関係者19名が参加しました。
　最初に、種子センターの調製施設の見学を行い、
工程順に調製機械を確認しながら、作業時の留意

点についてJAつくば市・塚田氏から説明を受け
ました。参加者からは、共通の課題として、調製
機械の老朽化が進んでおり、修繕費に多額の経費
を要しているとの意見がありました。
　次に、各種子場から持ち寄ったサンプルを確認
し、今年の原料の傾向と調製時の留意点について
意見交換を行いました。

 

令和８年播種用麦類種子生産委託計画（種子場農協別） 

項 目

 

品 種 

計画面積及び数量 
委託面積及び数量 

転用 
水 戸 やさと 水郷つくば つくば市 北つくば(結城) 合 計 

面積 

(ha) 

数量 

(㎏) 

面積

(ha)

数量 

(㎏) 

面積

(ha)

数量 

(㎏) 

面積

(ha)

数量 

(㎏) 

面積

(ha)

数量 

(㎏) 

面積 

(ha) 

数量 

(㎏) 

面積 

(ha) 

数量 

(㎏) 

数量 

(㎏) 

小
麦 

さ と の そ ら 106 265,000 16 39,000 24 61,000  16 40,500 50 124,500 106 265,000  

き ぬ の 波 15 30,300 15 30,300  15 30,300  

ゆ め か お り 10 24,300  10 24,300 10 24,300  

計 131 319,600 16 39,000 39 91,300  16 40,500 60 148,800 131 319,600  

六
条
大
麦 

カ シ マ ム ギ 12 18,000 5 7,700 7 10,300   12 18,000  

カ シ マ ゴ ー ル 24 43,000 14 24,300 10 18,700  24 43,000  

計 36 61,000 14 24,300 15 26,400 7 10,300 36 61,000  

二条大麦（ミカモゴールデン） 27 57,000  27 57,000 27 57,000  

はだか麦（キラリモチ） 8 12,000  0 0 12,000 

合 計 202 449,600 30 63,300 54 117,700 7 10,300 16 40,500 87 205,800 194 437,600 12,000 
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